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ゼミの年間スケジュール

Apr

ゼミ始動

May Jun Jul

チーム決め

アイスブレイクのための
グループワーク アイデア出し

Aug 
Sep

文献渉猟

春・夏学期

Oct

テーマ最終確定 + 
スクリーニング案検討

Nov Dec Jan

レポート提出！

追いコン + 
結果待ち

秋・冬学期

Feb

スクリーニング + 
他大学とのインゼミ

レポート執筆 +  
（余裕に応じて）バックテスト
やフィールドワークの実施
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期待される教育効果 — 知識・興味関心の有機的統合

新聞記事

経済誌

公的機関・民間企業
による各種報告書

社会問題・ 
経済問題に対
する興味関心

大学で学んだ
学術的知見

ファイナンス・
ガバナンス

会計・財務諸表分析

経営戦略

人的資源管理・ 
労働経済学 ミクロ・マクロ

経済学
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期待される教育効果 — 一次資料に当たる習慣付け/様々な資料を統合して分析するスキルの修得

 企業による開示資料

・決算短信 (TDnet) 
・有価証券報告書 (EDINET) 
・統合報告書 
・中期経営計画

 文献

・学術論文 
・研究書 
・短観や白書などの各種報告書

株式市場データ

・個別銘柄の株価データ 
・市場ポートフォリオなどの　　
　ファクター・データ

分析スキル
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学生目線による参加のメリット

協働作業を通じて様々なツールを使いこなす能力
レポート作成/プレゼン コミュニケーション/

文献管理
論文収集/データ分析

就職活動
•（全力で取り組めば）他者と差別化を図る立派なガクチカに
•（とりわけ金融業界志望であれば）話のネタに
• フィールドワークを通じて，IR担当者を始めとする企業人と話す機会も

大学間交流
• 参加大学数は 100校を優に超え，インゼミ等を通じた大学間交流のチャンス 4



参加経験学生からの生の声

T.M.さん（農林中央金庫）
STOCKリーグでは，マーケットと向き合う楽しさと厳しさを学びました．
絶対的な答えの存在しない投資戦略をチームで突き詰める事は非常に困
難ですがやり甲斐を感じられます．正反対の意見も尊重する事は今の仕
事でも大前提になっていて，いい経験ができたと思います．
K.N.さん（住友商事 ⇒ DBJアセットマネジメント）
大変貴重な経験でした．投資哲学，会計・投資関連知識，社会・経済情勢
等を基にポートフォリオを構築することに加えて，レポート作成やプレ
ゼンも行う一連のプロセスを，先生の力を借りながらチームとして取り
組んだ経験を通して本当に沢山の知識や考え方を身につけることができ
ましたし，自身のキャリアにも大きな影響を与えてくれました．
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H.N.さん（監査法人トーマツ）
レポートの作成を通じて，学術的な論文を多数読み，それを用いて実際
に企業の分析をすることで，実践的な学習ができた．また，企業分析やポ
ートフォリオ分析を通じて，当事者意識を持ってファイナンスの理論を
体得することができたのが良かった．
A.Y.さん（パナソニック）
自分たちでテーマを設定し，企業を分析するという経験を通して，新た
な可能性を見出すことの喜びを実感しました．試行錯誤しながらもチー
ムで STOCKリーグに向き合った期間は，学生生活の中でも特に有意義
な時間でした．
S.Y.さん（大阪ガス）
関西人らしさを追求し，趣向を凝らしたテーマ設定，及びそれに基づく
案出しをチーム一丸となり取り組むことができたのは，とてもいい経験
です！STOCKリーグを通じて協調性の大事さを学生の内に学べたこと
は自分にとって大きな成長機会となりました． 6


